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１ はじめに 

博物館の主要な機能は資料の収集・保管，調査

研究に集約され，展示機能は収集・保管と調査研

究の結果である。 
人間の営為によって生み出された様々な物品は，

地震・風水害等の天災に起因する湮滅，戦災・火

災等の人災による消滅，人為的な破脚，獣類・虫・

カビの生命活動による毀損，物理・化学的要因に

よる劣化・変質など，原因はいかにあれ製作生産

された物が原形や当初の機能を長く保つことは本

来不可能に近いのである。 
日常的環境におかれていれば前述のような各種
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図 1 電気洗濯機 三洋電機
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の事由により寿命を縮めていく様々な物品を，日

常から隔離して可能な限りストレスを生じない環

境の下に置いてその延命を図るのが博物館の収

集・保管機能である。博物館は収集方針に則って，

収蔵資料の充実に努め，いかにして一旦収蔵され

た資料の延命を図るかに腐心しているのである。 
医療行為に例えるなら，インフォームドコンセ

ントである。心臓疾患があれば，心臓移植して身

体機能の維持を図るか，ペースメーカーを装着す

るか，あるいは薬物により機能改善を試みるかな

ど診断するのは医師である。このことを博物館資

料におきかえると学芸員の判断ということになる

であろう。いわば患者の意思表示のないままのイ

ンフォームドコンセントである。 
 
２ 現代産業科学館の工業資料 

(１) 工業製品は多岐にわたり，その大きさも，小
は半導体や IC タグから大は航空機・船舶・車両
に至るまでその幅は大きい。論を進めるにあたっ

て，まず千葉県立現代産業科学館が収集保管して

いる工業製品の概要を瞥見しておきたい。 
当館が所蔵する工業製品は，光学機器…カメラ，

双眼鏡。家庭電化製品…洗濯機，扇風機。音響映

像機器…テレビ受像

器，ラジオ受信機，

ビデオカメラ，テー

プレコーダー。通信

情報機器…ワープロ

専用機，パソコン，

プリンター，電話機。

自動車…軽自動車，

バッテリー駆動ソー

ラーカー，T型フォ
ード などがその中
核である。 
(２) 工業資料の保管状況 

工業資料の保存管理の検討に先立って，当館に

収蔵されている資料の中からカメラ，電気製品，

自動車の三種類の資料について総括的に観察して

みた。 

ア カメラ 

当館のカメラコレク

ションは，寄贈資料

でありコレクターの

手によって丁重にあ

つかわれてきたもの

で一部にレザーの剥

離がみられるもののコンディションは概ね良好で

ある。 
戦前から戦後にかけての蛇腹タイプの６×６

判スプリングカメラ

は機構が単純なだけ

に根本的な故障はほ

とんどない。蛇腹部

の皮革に疲労が顕著

なものもあるが目視

レベルではピンホー

ル等はない。 
むしろ，電動・電子

化されて以降のカ

メラには露出計の

異常，フィルム巻

き上げの不具合，などが目立つ。また，電池ボッ

クス内にボタン電池を放置した結果の液漏れ錆等

も見られる。 
レンズ関係では，カビ，バルサム切れによるレ

ンズの剥離，コーティングの劣化等も見られない。 
ボディでは金属部分の薄い錆や焼き付け塗装さ

れた黒色塗料の

剥落が見られる。

また，１９６５

年頃から１９８

５年頃までに生

産されたカメラ

の裏蓋等のモル

トプレーン（遮光用スポンジ）の劣化が著しい傾

向がある。 
将来的な課題であるが，ボタン電池やフィルム

等の供給が心配される。カメラの機種によっては，

適合する規格の電池が既に生産中止になっており

図2 ツアイス イコン 
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図5 国民受信機 
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アダプターを介さないと市販のボタン電池が使用

できない機種もある。 
 デジタルカメラの急伸に呼応して，銀塩フィル

ムの生産を中止・減産するフィルムメーカーもあ

る。近々，フィルムの生産が全面的に中止される

ことはないにしても，仮に銀塩フィルムの供給が

途絶えることになれば写真撮影というカメラ自体

の機能維持が果たせない状況も起こりうるであろ

う。 
イ 電気製品 

テレビ，ラジオ，テープレコーダー等の音響映

像機器類，洗濯機，扇風機等の家電製品 パソコ

ン，ワープロ，プリンター等の情報機器，真空管

や白熱電球，電池などパーツ類を収蔵しているが，

通電しても作動しないものもある。真空管式のラ

ジオなどでは，トラ

ンスやコイルの断線，

真空管ヒーターの断

線，電解コンデンサ

ーの劣化，配線・半

田付けの腐食，劣化

などが見られる。回

転運動を伴うテープレ

コーダー，レコードプ

レイヤー等では回転を

伝えるキャプスタンや

ゴムベルトに劣化が見

られる。 
情報機器として，

パソコン，ワープロ

専用機および関連機材としてプリンターなども多

数収蔵されている。基本的に稼働環境は維持され

ているが全点を対象にした定期的な作動チェック

は実施していない。 
情報機器に関しては記録媒体が日進月歩で高機

能化しており，８インチフロッピーディスクやド

ットプリンターのテープなどの将来的確保が課題

になるであろう。 
ウ 自動車 

当館には初期の軽自動車として名を馳せたスバ

ル360が2台

収蔵されてい

る。一台はか

なりさびが目

立つが，もう

一台は昭和

43 年～44 年

製の 52 型と

される車両で，

比較的程度がよく，ナンバープレートもそのまま

で，定期的に整備を行っており現在もエンジンは

起動する。屋根の左側前部に一部塗装の剥落があ

るが地金に発錆は見られない。内装は運転席背中

の合成皮革の縫い目がほつれているほかは大きな

欠損は見られない。 

エンジンは起動するが実走行が可能なまで各機

能が維持されているか確認はできない。タイヤも

定期的に空気を入れておりかすかなひびが見られ

る他は外見的に傷み等はない。バッテリーは当初

のものではないが登載されており，潤滑油，ブレ

ーキオイル，燃料等供給資材が補給されれば作動

する環境にある。 

 

３ 量産製品の収集と管理 

(１) 本体と周辺アイテム 

 ―付属機器・供給資材・関連機器― 

工業製品がその目的とする機能を全うするため

に，本体だけではなく各種の機器・資材が準備さ

れている。本体となる製品が一般市場に流通して

いた段階では，様々な製品群が本体の機能をサポ

ートしていたのである。ここではこれらを周辺ア

イテムと総称しておく。   
本体は完璧に製作ないしは使用時点の機能を維

持していたとしても，周辺アイテムが確保されな

ければ完全な意味での機能の維持が不可能なこと

もある。ここではカメラシステムを一例に概要を

説明する。 
付属機器…本体の基本的機能に関わるものでは

ないが，原則として本体に付属していて，一般に

販売されてはいない製品。カメラに例を取れば外

図6 スバル360 52型 富士重工業
      当館蔵 
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図 7 充電乾電池 屋井電池
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付けの露出計や距離計，専用ケースなどがこれに

当たる。 
供給資材…本体が作動し，機能するための不可

欠の消耗品。カメラで言えば電池・フィルムに当

たる。 
その他，カメラ以外に枠を広げて供給資材の一

部を列挙してみると，レコード針，リボンテープ，

インクカートリッジ，各種電池類等の消耗品とア

ナログレコード，録音テープ，ビデオテープなど

フィルム，フロッピーディスク，メモリースティ

ックなど記録媒体がある。 
その他，多種多様

な製品が供給資材と

して挙げられるが，

その多くは消耗品的

な性格を有しており，

生産・供給が需要環

境に左右され不安定

な面がある。 
本体の機能維持に

不可欠な供給資材も

あり，その確保は動

態保存の重要な一翼

を占めるものである。 
関連機器…本体の作動，機能をより完全に実現

するために用意された機器。それ自体が本体とし

て取り扱われる場合もある。カメラで言えば，フ

ィルター，ストロボ，三脚等がこれに当たる。 
すべての工業製品にはそれぞれの本体に付随し

て膨大な周辺アイテムがリストアップされる。 
(２) 工業資料の複数保管 

工業資料の多くは量産ないしはそれに近い形で

生産されており一つの博物館で同一資料を複数保

管することがある。 
また，同一資料がいくつかの博物館に保管され

ていることもある。このことは基本的に，かけが

えのない資料を扱う美術館や歴史系博物館と大き

く異なる特徴である。ややとっぴな例えであるが，

肉筆浮世絵と浮世絵版画の違いになぞらえられる

かもしれない。 

同一資料が一館に複数あれば，一点は完全に現

状保存に徹し，他を動態保存や機能保存にあてる

ことが可能である。また複数館で所蔵している場

合，不足する部品を融通してより完全な個体を再

生することも可能である。 
仮に，同一メーカー，同一型式のラジオ受信機

がＡ，Ｂの二館に保管されていると想定して，Ａ

館資料は外観は良好だがパーマネントスピーカー

が断線しており，Ｂ館資料は筐体は著しく損壊し

真空管も何本か不足しているが残されたパーツは

良いコンディションである。さらにＣ館には真空

管のコレクションがあり，このラジオ受信機に不

足している真空管もある。 
量産製品のコレクションにおいてはこのような

ことは十分想定できることで，博物館間の協議に

よってはこれらを集合復元し動態保存もできない

ことではない。その意味でも，収蔵資料の詳細な

情報共有が必要である。 
 
４ 科学技術分野の重要文化財指定 

現存する過去の資料・作品は様々な幸運に恵ま

れ歴史の荒波をかいくぐってきた結果である。こ

れらに対して我々は「文化財」という極めてユニ

ークかつ人為的な呼称を与え，行政的には文化財

指定という手段でその格付けと保存を図ってきた。 

文化財指定は当該物品の美術的，歴史的，学術

的，科学的など諸々の価値判断を経て，国，都道

府県，市町村レベルで行う行政行為である。 

平成8年10月28日付で『国宝および重要文化

財指定基準』の改正があり重要文化財の歴史資料

分野に政治，経済，社会，文化，人物の５項目に

加えて「科学技術」の項目が新たに設けられた。 

科学技術項目の新設に当たって文化庁は次のよ

うに調査結果を取りまとめている。 

対象とする時期は，概ねペリー来航以後の西洋

の近代技術や制度等の需要が始まる開国の時期か

ら，第二次世界大戦終結までとし，科学技術の発

達と工業化の進展による製品や資料等，科学技術

を一分野として設定するとしている。 
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図8 小港鉄道蒸気機関車
 （県指定有形文化財） 

 
また，近代の歴史資料等の特質として， 
ア 工業技術による多数の機械，器具類や設備等

が大きな比重を占めること。 
イ 大量に生産された工業製品が現れること。 
ウ 産業デザインに基づく製品が現れること。 
エ 新聞，雑誌等の文字情報が大量に製作され，

流通すること。 
オ 写真，映画フィルム，ポスター，レコード等

の視聴覚メディアに関する資料が現れること。 
カ 様々な分野にわたる製品や資料が輸入され

ること。 
以上の６項目を指摘している。また，機械・機具

類の使用の過程での改造や修理による構造や部品

等の変更は必ずしも文化遺産としての価値を減ず

るものではないとして保護の対象としている。今

後の課題として，機械類の機能の維持に対する配

慮から，現状変更や修理への柔軟な対応を述べて

いる。さらに，企業博物館や大学博物館等の果た

す役割に言及している。 
平成 18年 2月現在，重要文化財指定の歴史資
料は 141件，その中で科学・産業技術関連文化財
として，エレキテル，モールス電信機（逓信総合

博物館），ミルン地震計，天体望遠鏡（国立科学博

物館），竪削盤（長崎造船所史料館），リング精紡

機（明治村），鉄道車両（交通博物館他）などが

ある。 
なお，千葉県では，

既に昭和55年に「小湊

鉄道蒸気機関車」（市原

市）を千葉県指定有形

文化財として指定して

いる。 
産業・科学技術系の

重要文化財指定が制度

化されたことを受けて，

地方自治体レベルでの

文化財指定も進むもの

と思われる。 
更に，平成17年3月の登録有形文化財登録基準

の改正により，建造物だけでなく美術工芸品にも

登録の枠が広げられた。当然，歴史資料の一環と

して科学技術関係の資料も対象ということになる。 
ややもすれば文化財とは別世界の感があった工

業系資料も今後は文化財として評価され，保存管

理の対象となったのである。 
その際，前述の文化庁の見解は，同種資料を扱

う理工系博物館の資料管理について極めて示唆に

富むものである。 
理工系博物館が指定文化財ないしは登録有形文

化財としての科学技術関係資料を管理し，適正な

保存をしていく責任が問われるわけであり，従前

にもまして専門的知識と経験，更に高度な識見を

有する学芸員が必要とされるのである。 
 
５ 理工系資料の管理 

(１) 博物館界でも理工系資料という資料分類の
概念は確立しているわけではない。最近の『博物

館資料論』(3)(4)など博物館学の叢書にも明確な規

定はない。 
理工系資料と言われている資料にも歴史的，学

術的，工業的などの価値や意義が複合されている。

また，商品として量産されたものには製品開発や

販売営業上の意義なども想定される。 
ここでは大まかに，量産された工業製品とそう

ではないものに分けて考えたい。  
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図9  万年自鳴鐘（万年時計）
東芝資料から 

ア 限定製作資料  
限定製作資料とは本稿での造語でこなれた用語

ではないが量産資料に対抗する用語として仮に用

いることにする。江戸時代末期のモールス電信機，

蒸気機関の模型や水戸市彰考館徳川博物館所蔵に

なる徳川斉昭関係の各種模型類や，各地で製作さ

れた大名時計，万年時計，からくり玩具やからく

り人形の類など近世から近代にかけての資料が想

起される。 
歴史的資料だけでなく研究室で独自に設計製作

された実験装置や，

個人がごく少数作

成した器具・装置

などもこの範疇に

含まれる。例えば，

2002 年ノーベル
化学賞を受賞した

島津製作所の田中

耕一氏が発明した

質量分析装置など

もこの範疇とし

て保存管理されていくべきであろう。 
限定製作資料と仮に呼称したが，製作者の人物

像（田中儀衛門など著名な人物か無名の人物かな

ど）の如何，製作年代の如何，資料価値の如何，

製作の動機・目的の如何を問わずこれらは一点製

作されたもので，類品があるとしても厳密には

個々一点の作品であり，美術作品や歴史資料と同

列に考える必要がある。 
イ 工業資料 

手工業も含めて，販売・流通を前提に製作され

た同一タイプの製品を，仮に工業製品，工業資料

として議論を進める。 
複数製作された工業製品は，市場での遺存数の

多寡や，製品番号が若いとか逆に最後のロットの

製品という情報が付加価値を持つことも多い。ま

たその製品が市場に与えた影響力なども考慮され

る。 
(２) 理工系資料の動態保存と修復 

美術館でも，歴史民俗系の博物館でも収蔵資料

は必要に応じて修理修復が行われてきた。修理の

基本は美術・歴史資料の場合，原則として当該資

料の作成された原状への回復ないしは，収蔵され

た状態の維持の範囲である。 
日本博物館協会では，資料修復の四原則として

次のことをあげている。(8) 

一，原形保存の原則：資料の原形をできる限り変

更しない。 
二，安全性の原則：資料に対して影響が少なく，

長期的に安定した非破壊的な方法をとる。 
三，可逆性の原則：必要に応じてもとの状態に戻

すことができる。 
四，記録の原則：修復前の原形および処置内容な

どを記録に残す。 
しかし，本小論のテーマは工業資料についてで

あり，この場合，資料の原状とは基本的に製作時

の作動・機能が維持されることにあると考える。 
ここで，動態保存など錯綜する用語概念を筆者

なりに整理してみたい。 
ア 動態保存・修復 

動態保存という用語は，広辞苑にも登載されて

おらず，博物館の世界で用いられるようになった

のは比較的最近のことである。 

動態保存の概念は，単に作動・機能を保守する

と言うだけでなく，それを維持するための修復行

為いわゆるレストアも付随する概念としなければ

ならない。 

動態保存の原点は，船舶(6)や鉄道車両(7) 

など超大型の工業製品の保存問題に端を発する。

静岡県の大井川鉄道では現在も営業しているが，

梅小路蒸気機関車館では 18 両の蒸気機関車のう

ち6両が動態保存され，機関車館の構内で入館者

を乗せて運転されている。 

日本博物館協会では動態保存について次のよう

に解説している。(8) 

「動態保存は，資料の保存において特に資料の

機能の維持と保存を目的とする保存形態である。

この目的のために常に点検，保守を行う必要があ

り，場合によっては部品を交換しなければならな

い。動態保存は原資料保存の立場からは必ずしも
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図10 Ｔ型フォード 1919年製
当館蔵 

好ましいとは言えないが，保守および修復を行う

場合は，その記録とともに交換のために外した元

の部品を保存しておく必要がある。」（下線は筆者）

ここには動態保存について必要十分な要件が述べ

られているものの，やや否定的な感は否めない。 

当館は，1913 年製と 1919 年製の 2台のＴ型フ

ォードを収蔵・展示している。２台とも当館に収

蔵された当初

は定期的にＴ

型フォードに

ついて実績の

ある自動車整

備工場におい

て整備し，サイ

エンス広場で来

館者を乗せて運転するなど典型的な動態保存の形

を保っていた。 

動態保存と概括しても，営業として連日稼働す

る大井川鉄道の例もあれば，稼働可能状態は維持

されているが，常態として稼働させている訳では

ないというレベルまでかなりの幅がある。 

資料の現況や希少性，維持復原したい機能の程

度や重要性など様々な要件を勘案した上で資料の

動態保存・修復を選択することはあながち否定さ

れるべきではない。 

一概に「動態保存は原資料保存の立場からは必

ずしも好ましいとは言えない」と断定する必要は

ないと考える。 

イ 静態保存 

動態保存以上に聞き慣れない用語である。主と

して鉄道車両の保存や活用に関しての用語で，機

関構造は保存されているが作動環境はなく，公園

等の一隅に保存されているような状態を指す。動

態保存の反対語として用いられているようである。 
なじみのない用語ではあるが，外観も構造も製

作時の形を保っているが本来の機能は維持されて

はいないというケースである。程度の差こそあれ，

多くの工業資料は収蔵庫の中でこの状態に置かれ

るか，そこに至る道を確実にたどっているのであ

る。 

ウ 機能保存・修復 

動態保存と近似しているが，「オリジナル製品が

本来の機能を維持できない状態であったが，相当

程度の修理によって機能回復が果たされた資料」

とでもしておくことにする。いわば原資料の機能

回復を重視するものである。 

積極的な機能修復を試みた例として国立歴史民

俗博物館における国産オルガンの修理事業がある。

（１） 

1996年，国立歴史民俗博物館の第５室（近現代

展示）の開設に当たって山
ヤマ

葉
バ

楽器製造所製のオル

ガンが寄贈された。コンディションは万全とは言

えなかったが明治23年製ということが確認され，

我が国の国産オルガンでも極めて早い段階の製品

ということが確認された。担当した歴史民俗博物

館のプロジェクト委員会はこれを単に展示するだ

けではなく，修理して本来の音色を再現する方向

で作業を進めた。 

外観的にも機能的にも当初の製品に近いところ

まで修復されたオルガンは現在展示され，録音音

源ではあるが当該オルガンの音色が聴けるように

なっている。 

第５展示室のオープニングセレモニーでは，プ

ロのオルガン奏者により演奏され好評を博した。 

この修理工程については内部資料として詳細な

仕様書と業者による修理記録が作成されている。

機能保存を選択した経緯も含めて，修理の具体的

内容が何らかの機会に公表されることを期待した

い。 

演奏会という形での公開を含めて工業資料の機

能保存における一つの典型として注目される試み

である。 

エ 外形保存・修復 

オリジナル製品であるが毀損や劣化，後天的な修

理等により本来の機能回復が望めないものの，外

形的にはオリジナルな状態を保っているというケ

ースである。 
展示は可能であるが資料的価値は限定される。 
オ レプリカ 

複製を製作する場合，特に仏像等の美術・歴史
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図 12  エンボッシング・モールス
電信機 ―レプリカ― 

   当館蔵 

図 11  エレキテル―レプリカ―
当館蔵   

系資料は外観を忠実に復原することが多い。 

これに反して，理工系資料の場合，外観だけで

なく，構造まで忠実に製作する場合がある。ただ

し，構造の復原が，即機能の復原を意味するもの

ではない。 

逓信総合博物館には平賀源内が自作した「えれ

きてる」が収蔵されている。真物であり，平成 9

年に重要文化財の指定を受けている。 

逓信総合博物館では，平成12年度に，原機と同

じ外観・構造を複製した上，起電機として静電気

の発生が可能な，いわゆる「機能レプリカ」を製

作した。(5) 

レプリカは外形のみの復元が多く，機能まで修

復するとむしろ模型と表現されることが多い。こ

こであえて機能

レプリカと呼称

するには，現物

と全く同じく外

観も内部構造も

復原し，起電機

能をも復活した

ことを強調する

ものと思われる。 

現代産業科学

館でも平賀源内

のエレキテルの

レプリカを製作

し，内部が見え

るように上蓋を外して展示している。 

外観・構造は逓信総合博物館蔵の現物を見取り

で製作したもの

で，外形のみの

複製ではなく，

内部の構造を忠

実に復原してい

るがハンドルを

廻して起電させ

ることはできない。構造は復元したが機能までは

復原しなかったケースである。 

他に，当館はエレキテルと同じく逓信総合博物

館が所蔵するエンボッシング・モールス電信機の

レプリカも製作した。これは外観，構造を復原し

ただけでなく，重垂も再現し電信機としての機能

も確保している。因みにこの資料について当館の

資料台帳には模型と分類されている。 
 
６ 海外理工系博物館の状況 

この分野では西欧の博物館における長い歴史に

加えて質量ともに豊かな経験と収蔵資料の蓄積を

認めざるを得ない。筆者はこのことで海外の理工

系博物館を実地に訪ねたことはないが，先学のレ

ポート(9)(10)によれば彼我のレベルの差に改めて

思い知らされるものがある。 
パリの国立技術工芸院，・技術工芸博物館（フラ

ンス），ミュンヘンのドイツ博物館（ドイツ），ロ

ンドンの科学博物館（イギリス），レオナルドダヴ

ィンチ国立科学技術博物館（イタリア）等におい

ては，さすがに産業革命以来，世界の工業化をリ

ードした歴史を誇るように，キュニョーの蒸気自

動車，ジーメンスの電気機関車，ワットの蒸気機

関など，世界史上著名な工業製品がコレクション

されている。 
ドイツ博物館やロンドン科学博物館では，工業

製品の公開に当たって，可動資料の多くを動態で

展示している。このことは，単に教育・視覚上の

効果だけではなく機能維持の側面を有している。

これら博物館では，科学・技術系資料について可

動資料を可動状態で保存するという基本的な考え

方が確立されているようである。 
また，工業製品の多くは単一の素材ではなく金

属，皮革，木，布，ゴム等複数の素材が複合して

製品を形作っている。従って，その保存・修復に

おいても十分な経験と，豊富な技術的・科学的素

養と判断力が必要とされる。 
ドイツ博物館やロンドン科学博物館では，館内

に資料のクリーニングや保存・修復に当たる専門

のセクションがあり，担当者が，修理や保存に当

たっている。このシステムが修理技術の研究や伝

承にも効果をあげている。 
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図13  ワープロ専用機 
   文豪MINI 7HG  
   日本電気当館蔵 

７ 各種の記録媒体と機器 

やや本題からは離れるが，内容的には本稿のテ

ーマと裏腹の関係にあるのが各種の情報を内蔵し

ている様々な記録媒体への対応である。 
先に，供給品の

供給不能という事

態について述べた

が，逆に各種のソ

フトウエアに記録

された様々な情報

を将来にわたっ

て維持するため

にはハードウエアが動態保存されていく必要があ

る。 
アナログレコードの音を再生するためにはレコ

ードプレイヤーが，フロッピーディスクに蓄えら

れたワープロの文字情報を知るには対応するワー

プロが動態保存されている必要がある。 
各種ソフトに保存されている情報は必要に応じ

てレコードからカセットテープやＣＤに，フロッ

ピーディスクの情報は変換ソフトでテキストファ

イルに変換すれば情報は維持できるが，本来の記

録媒体としてのフロッピーディスクの機能は維持

されたとは言えない。 
アナログレコードを含め，８㎜フィルム，初期

のフロッピーディスク等，現段階で完全に対応機

器が姿を消してしまったわけではないが将来的に

は再生不可能となるおそれがある。 
端的な例であるが，一時期，我が国の文書作成

に幅広く活用されたワープロ専用機が，あっとい

う間に市場から姿を消してしまった。将来的にワ

ープロ本体だけでなくフロッピーディスクによる

情報再生がいつまで保証されていくのか不明とせ

ざるを得ない。 
人間社会に文字が登場して以来，デジタル情報

として処理され，固定的な文字情報として保存さ

れないという事態は，大げさに言えば文明史上初

めての経験である。 
この問題への対応は，工業化社会全体が担うべ

き未来への大きな責務である。メーカー，研究機

関等と並んで企業博物館，理工系博物館も何らか

の関与が求められるところである。 
 
８ おわりに 

 理工系資料の保存・管理について概観してきた

がいくつかの問題提起を以て，まとめに代えるこ

ととする。 
(１) 動態保存の考え方 

動態保存についての日本博物館協会の見解を紹

介した上で，理工系資料の保存管理に当たっては

美術作品や歴史資料における「原形保存の原則」

に必ずしも囚われることなく機能の保存により留

意すべきではないかという点を指摘した。 
歴史資料，美術資料の場合は当初の姿形こそ最

高の価値ということであるが，可動の理工系資料

の場合は作動することに最大の価値があったはず

である。歴史資料や美術作品の［原形］に匹敵す

るのはそのものの［機能・作動］に他ならない。 
指定文化財クラスは慎重な対応が求められるに

しても，一般論として理工系資料を管理する博物

館は動態保存により積極的に対処すべきである。 
西欧の理工系博物館の動態保存に対する考え方

や文化庁の科学技術系重要文化財に対する考え方

も大いに参考にすべきものである。 
(２) 理工系学芸員の養成 

冒頭，インフォームドコンセントの例を引いた

が博物館の学芸員は資料の生殺与奪の権を握って

いると言っても過言ではない。 
資料収集方針から収集手段，収集後の保存管理，

修復方針まで，学芸員の選択したメソッドによっ

ては助かる資料も毀損し，ついには資料価値を失

う事態もあり得るのである。他種の博物館でも同

様であるが，その責任たるや極めて重大である。 
工業系資料を扱う学芸員は，単に物理学や化学

等の学問領域を履修しただけでなく科学史，科

学・産業技術，製品の流通など産業界の事情にも

通じていなければならない。また，広範囲にわた

る工業製品のそれぞれについて，熟知していなけ

ればならない。  
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我が国の理工系博物館はもとより工業資料を扱

う博物館にどれだけこの分野に優れた学芸員が配

置されているであろうか。当館を含めて実情は寒

心に堪えないところである。 
また，理工系資料を管理する博物館には，修理・

修復部門の設置が是非必要である。単に，修理修

復に止まらず，可動資料の動態保存や機能維持の

ための調査研究を含めて，定期的な通電などの作

業が，組織的に保証される事が望ましい。 
(３) 企業博物館との連携 

歴史民俗系の資料は文化財保護法等の関連もあ

ってか公立博物館・資料館が関わることが多かっ

た。これに対して，工業資料については，企業博

物館に依存する部分が大きい。 
公立の理工系博物館の役割は，企業の枠を超え

た，工業製品の歴史的，産業的，経済的，技術的

等の視点による調査研究に立脚した資料収集と管

理である。 
また求められれば，企業博物館の開設や運営に

協力することも任務に数えられるかもしれない。 
いずれにしても工業系資料の保存管理には公立

の理工系博物館と企業博物館の全面的な連携が不

可欠である。 
 
最後に，科学技術系歴史資料の指定について，

文化庁文化財部美術学芸課主任文化財調査官佐々

木利和氏および千葉県教育庁教育振興部文化財課

主任文化財主事大原正義氏から貴重なご教示を賜

った。末筆ながらここに明記して謝意を表する次

第である。 
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